
クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

令和2年12月定例会（11月25日～12月18日／会期24日間）

12月定例会で審議された議案　市長提出議案44件、議員提出議案3件、委員会提出議案1件／合計48件

9月定例会において閉会後も継続して審査することとしてい
た本市の次期総合振興計画基本計画の策定に関する議案
は、特別委員会での審査を経て、可決されました。
可決に際しては、次期計画の実施に当たり、新型コロナウイ
ルス感染症による影響など社会経済状況の変化を注意深く
見極めながら、施策展開の変更の必要性について検討し、
必要に応じて、可能な限り速やかに次期計画の見直しを行
うことなどを求める附帯決議がなされています。

議案第169号　さいたま市総合振興計画基本計画の策定について
議員提出議案第16号　議案第169号「さいたま市総合振興計画基本計画の策定について」に対する附帯決議

さいたま市総合振興計画基本計画を可決

議員提出議案第15号　学校体育館への空調設備の設置に係る緊急防災・減災事業債の事業期間の延長等を求める
意見書　ほか1議案

市議会から国へ意見書を提出

新型コロナウイルス感染症の再拡大に対応可能な検査・医療体制の整備をはじめ、ひとり親世帯や市
内飲食店などへの支援、税証明等交付申請における手続きの電子化などを目的とした、総額32億円を
超える令和２年度補正予算議案が提出され、可決されました。

議案第179号　令和2年度さいたま市一般会計補正予算（第17号）　ほか6議案

32億円超の補正予算議案を可決

新型コロナウイルスの集団感染を防止し、重症者の発生を食い止めるため、施設入所者や従事者に対
する検査の実施などに対する支援を求める決議案が保健福祉委員会から提出され、可決されました。

委員会提出議案第7号　新型コロナウイルス感染症に関する検査体制の拡充等を求める決議

新型コロナの検査体制拡充と支援制度創設を

＜主な事業＞
●インフルエンザ流行期に向けたＰＣＲ検査体制の強化（5億8,377万円）
●ひとり親世帯臨時特別給付金（1世帯5万円、第2子以降1人3万円）の再支給（5億2,000万円）
●県の営業時間短縮要請に伴う飲食店などへの協力金に市が14万円の上乗せ支給（2億4,158万円）

議員提出による以下の意見書案が可決されました。意見書は、国会や関係行政庁に提出されます。

●学校体育館への空調設備の設置に係る緊急防災・減災事業債の事業期間の延長等を求める意見書
●ICTを活用した家庭学習に係る通信費の継続的な支援を求める意見書  

議員58人で構成する特別委員会での審査
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